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わたしの夢、語ります

渡辺　百
ゆ り

莉 さん　　美浜西小学校 6年 (日向)

　私の将来の夢は、プロレスラーになることです。

理由は、小学1年生の時に見た試合で、リング上の選

手たちが闘う姿や喜ぶ姿で、見ている人たちを熱く

させていることがかっこよくて、私もプロレスラー

になりたいと思ったからです。

　プロレスラーになるために、2年生から空手を習っ

ています。空手の蹴りや受け身が、プロレスに役に立

つからです。また、休みの日には、ランニングや上体起

こし等、体力をつけるトレーニングを頑張っています。

　いつか絶対、女子プロレスラーになって活躍して、

プロレスを見ている人たちを熱くさせたいし、チャン

ピオンになって｢女子プロレスと言えば、この人！｣と

言われるようなプロレスラーになりたいです。
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　7 月 7 日、8 日に、美浜中学
校で行われた赤ちゃん抱っこ体験
です。
　この体験は、中学 3 年生を対
象に赤ちゃんやその保護者と触れ
合うことで、乳児の発達や育児に
ついて考えるきっかけにしてもら
おうと美浜中学校と町が実施した
ものです。
　生徒たちは、保護者等からの助
言を受けながら赤ちゃんを抱きか
かえ、命の尊さを感じていました。
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近
年
、
全
国
各
地
で
線
状
降
水
帯
等
に
よ
る

豪
雨
や
台
風
等
の
災
害
が
、
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
災
害
が
発
生
し
た
際

に
自
身
や
家
族
の
安
全
を
守
り
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
の
備
え
は
で
き
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
こ
れ
か
ら
台
風
の
発
生
が
多

く
な
る
時
期
に
向
け
て
、
一
人
一
人
が
で
き
る
防

災
行
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
家
族
で
防
災

に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
万
が

一
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
自
分
や
家
族
の
大

切
な
命
を
守
る
た
め
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
防

災
対
策
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

平成 25年台風第 18号によって崩落した県道松屋河原市線の道路

台風等の風水害に備えましょう

戸籍に記載する予定の氏名フリガナを通知ハガキでご確認
ください
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守
ら
れ
る
前
に
、
自
分
で
自
分
を
守
る
行
動
を

防災対策について家族で話しましょう！
避難場所や経路の確認、非常持ち出し品・備蓄品の準備はできていますか？

　これから台風の発生が増える時期を迎えます。台風による大

雨や局地的な豪雨により、災害が発生する前に、日頃から備え

ておくことが大切です。町が発行している｢洪水・土砂災害ハザー

ドマップ ｣ 等を確認し、お住まいの地域の危険な場所を調べ、

家族や地域の方と避難場所や避難する道順を話し合いましょう。

自宅は安全な場所にある？1

近くの避難場所はどこにある？2

住んでいる地域の危険な場所は？3

避難所までのルートは？4

非常持ち出し品や備蓄品の準備は？6

子どもやお年寄りはどうやって避難する？5

災害発生時に備えて災害発生時に備えて
持ち出し品や備蓄品を準備しておきましょう持ち出し品や備蓄品を準備しておきましょう

　災害発生時に備えて家庭での備蓄や持ち出

し品の準備が必要です。令和 6 年に各世帯へ

防災リュックを配布しております。家族で必要

な持ち出し品や備蓄品を確認し、万が一に備

えましょう。

非常持ち出し品 ( 例 )

□ 飲料水・非常食 □ 常用薬 ( お薬手帳 )

□ 救急セット □ 携帯ラジオ

□ 懐中電灯、乾電池 □ 衣類 ( 下着、靴下等 )

□ 貴重品 □ ヘルメット

※ その他にも必要な用品があります。詳しくは、
美浜町防災ハンドブック等をご覧ください。

防災の基本

自助=    割7・自分の命は自分で守る
非常食・日用品の備蓄、家族での防災会議、避難経路の確認　等

共助= 2 割・地域の安全はみんなで守る
自主防災組織の設立、避難行動要支援者への支援　等

公助= 1 割・町のインフラ整備を進める
避難所の設営、救援物資の配布、避難路の整備　等

　

防
災
の
基
本
三
原
則
と
は｢

自
助｣

｢

共
助｣｢

公
助｣
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
風
水
害
や
地
震
等
の
自
然
災
害
の

被
害
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、
国
や
自
治
体

か
ら
の
支
援(

公
助)

だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ

と(

自
助)

が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

地
域
や
近
隣
の
人
が
協
力
し
て
助
け
合

う
こ
と(

共
助)

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

防
災
の
基
本
三
原
則
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

まずは、自分で自分の命を守る準備が必要になります

気
象
や
避
難
に
関
す
る
情
報
を

知
る
手
段
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
や

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
象
状
況
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

　

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

町
が
避
難
指
示
等
を
発
令
し
、
戸
別
受
信

機
や
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
通
し
て
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま

す
。
ま
た
、
速
や
か
に
正
し
い
情
報
を
受

け
取
る
た
め
に
、
町
が
配
信
す
る｢

防
災

ア
プ
リ｣

の
登
録
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
の
気
象
や
災
害
に
関
す
る
情
報
を
確
認

し
、
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

雨
雲
の
動
き
や
河
川
の
水
位
、
土
砂

災
害
警
戒
情
報
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等

を
日
頃
か
ら
確
認
す
る
習
慣
を
持
ち
、

危
険
な
状
況
に
な
っ
て
か
ら
慌
て
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

閲
覧
で
き
る
気
象
庁
の｢

キ
キ
ク
ル｣

で
は
、
該
当
地
区
の
災
害
発
生
の
危
険

度
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
量
や
河
川
の
水
位
状
況
等

は
、
県
河
川
・
砂
防
総
合
情
報
の
サ
イ

ト
か
ら
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
警
戒
レ
ベ
ル
3(

高
齢
者

等
避
難)

や
警
戒
レ
ベ
ル
4(

避
難
指

示)

を
発
令
し
た
場
合
、
町
の
指
定
避

難
所
を
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
の

状
況
に
応
じ
て
、
町
と
地
区
の
協
議
に

よ
り
一
時
避
難
所(

地
区
集
会
所)

を

開
設
し
ま
す
。　

　

開
設
さ
れ
る
一
時
避
難
所
は
、
災
害

の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
町
が

お
知
ら
せ
す
る
情
報
を
戸
別
受
信
機
や

防
災
ア
プ
リ
等
で
確
認
し
、
適
切
な
避

難
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

避難の基本

災害の種類によって避難する場所を確認する

1. 気象情報を確認し、行動する目安をつくろう

2. 家族や知り合い、親戚に避難場所を伝えよう

避難とは「危険な場所から安全な場所に移動する」ことで、

安全な場所にいる人はむやみに避難する必要はありません。

　災害情報は、町や気象庁等からさまざまな手段を用いて情報の伝達を行います。噂や誤報に惑

わされず、正しい情報を収集してください。

気象情報・防災情報はさまざまな媒体で発信しています気象情報・防災情報はさまざまな媒体で発信しています

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 危機管理対策室(担当・真田) ☎32‐6716

町役場ホームページ 美浜町防災アプリ 戸別受信機

緊急速報メール
(エリアメール ) 気象庁キキクル 福井県河川・砂防総合情報

避難所の一覧やハ

ザードマップ等の

防災情報を確認で

きます。

町からの防災情報

をお持ちの携帯か

ら取得することが

できます。

町から貸与された

戸別受信機から防

災情報等が放送さ

れます。

専用の警報音でお知らせし、自動

的に画面に表示されます。

気象庁が管理・運
営するホームペー
ジです。災害の危
険度の状況が確認
できます。

県の管理・運営する
ホームページです。
河川水位や雨量、河
川カメラが確認でき
ます。

※ 原則、自動的に受信します
　 詳細は携帯電話会社へお問い合

わせください。

警戒レベルによって防災行動は変わります
　災害発生の恐れがある時、町からは警戒レベルに応じて避難情報を発令します。自分の身を守るために、
各レベルの内容を確認し、適切な行動をとってください。

警戒レベル 避難行動等 避難情報等

警戒レベル 1 災害への心構えを高める 早期注意情報
( 気象庁が発表 )

警戒レベル 2 自らの避難行動を確認 大雨・洪水注意報等
( 気象庁が発表 )

警戒レベル 3
危険な場所から高齢者等は避難 高齢者等避難

( 町が発令 )

警戒レベル 4
危険な場所から全員避難 避　難　指　示

( 町が発令 )

警戒レベル 5
命の危険　直ちに身の安全確保 緊 急 安 全 確 保

( 町が発令 )すでに、災害が発生している状況です。命を守るための最善の行動をとりましょう。

災害への心構えを高めましょう。

避難に備え、ハザードマップ等により、自らの避難行動を確認しましょう。

避難に時間を要する人 ( ご高齢の方、障がいのある方、乳幼児等 ) とその支援者は
避難をしましょう。その他の人は、避難の準備をしましょう。

速やかに洪水避難ビル ( 指定緊急避難場所 ) や近くの高い場所、自宅内の 2 階以上等、
高い場所に避難しましょう。
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↓水田で餌を探すコウノトリ

　春頃から麻生地区や興道寺地区等の水田に、国の特
別天然記念物であるコウノトリが飛来しています。
　コウノトリは、古くから幸せを運ぶ鳥等といわれ、縁
起が良い鳥と親しまれています。
　コウノトリの生息には、餌となる生き物が豊富で、人が
暮らす里山と水田等がつながった環境が必要なことから、
町の自然が豊かで恵まれた環境であることが分かります。

幸せを運ぶ鳥が今年もやってきた！

コウノトリが町に飛来コウノトリが町に飛来

↓町の鯖へしことトマトを具材に使った福井県のおにぎり

　6 月 11 日から 7 月 15 日に、大阪・関西万博で鯖
のへしことトマトを使ったおにぎりが販売されました。
　同商品は、関西電力㈱の立地地域での新規事業創
出の一環で商品化されたもので、象印マホービン㈱
が運営する ｢ONIGIRI WOW!｣ で販売されました。
　購入者からは ｢ へしこの塩味とトマトの酸味がマッチ
していておいしい ｣ と好評を得ていました。

鯖のへしことトマトが具材に

大阪・関西万博でおにぎり販売

浜開き式
町内海水浴場の安全を祈願

7 月１日に、( 一社 ) 若狭美浜観光協会による浜開き式が、
竹波海水浴場等で行われました。
　式には、町や警察、消防、海上保安庁のほか、地元竹波
区の関係者等が出席し、玉串を奉納後、テープカットとお
神酒 ･ 花束 ･ スイカの投海が行われました。

廣瀨信一観光協会会長は ｢ 安全に海水浴場で遊んでもらう
ために、関係機関と連携していく｣ と話されていました。

↓テープカットを行う関係者たち

↑お神酒 ･ 花束・スイカの投海

↓ 税金について町職員に質問し、説明を受ける児童たち

6 月 26 日に、町内の 3 小学校合同 ｢ 美浜の課題調
査 ｣ が町役場やなびあすで行われました。
　同活動は、コミュニケーションスキルの向上やふるさ
とへの愛着を育むこと等を目的とする ｢ ふるさと美浜
元気プロジェクト ｣ の一環で行われたものです。
　各小学校の 6 年生 61 人は、町職員等に質問し、町
の課題や取り組みについて理解を深めていました。

ふるさと美浜元気プロジェクト

3校合同｢美浜の課題調査｣3校合同｢美浜の課題調査｣

弁天祭
勇壮に夏を彩る

↓船上で相撲を取る男衆

　7 月 12 日から 13 日にかけて、弁天祭が久々子で
行われました。
　当日は、男衆が宗像神社のご神体を乗せた御神輿を
担ぎ、色鮮やかなのぼりを立てた船に乗り込むと、笛
や太鼓ではやしを奏でながら海に繰り出しました。
　船上では、男衆が相撲を取って海へ落とし合い、祭
りを盛り上げていました。

↓白熱した試合を展開する選手たち

　7 月 13 日に、第 68 回町民バレーボール大会が総
合体育館で行われました。
　大会には、町内から男子の部5チーム、女子の部3チー
ムの約 100 人が参加し、息の合ったチームプレーを繰
り広げていました。大会結果は次のとおりです。
男子の部　優勝 金山   準優勝 松郷　第 3 位 興道寺
女子の部　優勝 松郷　準優勝 MIX　第 3 位 日向

ボールをつないでチャンスをつかむ

第68回町民バレーボール大会

↓スタッフから物件の説明を受ける参加者たち

　6 月 22 日に、空家マッチングツアーが開催され、参
加者が町内各地の空き家を巡りました。
　この企画は、空き家への居住希望者と町内にある空き
家のマッチングを目的に、町が NPO 法人ふるさと福井
サポートセンターに委託して開催したものです。
　参加者たちは、空き家になっている物件や周辺の環境
等を確認し、居住イメージを膨らませていました。

空家マッチングツアー空家マッチングツアー
空き家と移住者をマッチング
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↑グループに分かれて、意見交換をする高校生たち

■ お問い合わせ先
　町産業政策課(担当･浅妻)
　☎32‐6706｢熟成魚場 福井県美浜町｣オープンから10周年

町の食材を活用し、情報発信を続ける

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
10
周
年

感
謝
祭
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
や
、
町

の
特
産
品
で
あ
る
イ
チ
ゴ
を
使
っ

た
羊よ

う
か
ん羹
や
太
田
蕎
麦
の
振
る
舞
い

の
他
、
戸
嶋
町
長
や
川
畑
議
長

ら
、
町
関
係
者
に
よ
る
お
も
て
な

し
と
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
は｢

東
京
の
日
本
橋

と
い
う
場
所
で
10
年
間
お
店
を
続

け
る
こ
と
は
、と
て
も
素
晴
ら
し
い

こ
と
。町
の
Ｐ
Ｒ
も
続
け
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
る
。お
客
様
に
も

今
回
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
町

の
お
酒
や
食
材
を
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
き
、こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ

美
浜
に
お
越
し
く
だ
さ
い｣

と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ｏ
ｎ(

フ
ァ
ン 

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ

ン)

が
運
営
し
て
い
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
型
居
酒
屋｢

熟
成
魚
場 

福
井
県
美
浜
町｣

が
、
オ
ー
プ
ン

10
周
年
を
迎
え
、
27
日
に
、
東

京
都
日
本
橋
の
同
店
で
記
念
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
店
は
、町
の
農
林
水
産
物
の
販

路
拡
大
や｢

美
浜
ブ
ラ
ン
ド｣
の
魅

力
向
上
、首
都
圏
で
の
町
の
Ｐ
Ｒ
等

を
目
的
と
し
て
、平
成
27
年
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。店
の
メ
ニ
ュ
ー
に

は
、へ
し
こ
や
野
菜
等
、町
で
生
産
さ

れ
た
食
材
が
使
わ
れ
、町
の
魅
力
を

存
分
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

6
月
29
日
に
、
株
式
会
社

ｆ
ｕ
ｎ 

ｆ
ｕ
ｎ
ｃ
ｔ
ｉ↑お客様に町の PR をする戸嶋町長 ( 奥 ) と

　川畑議長 ( 手前 )

↑町の特産品を振る舞う戸嶋町長 ( 右 )

■ お問い合わせ先
　町まちづくり推進課
　(担当･大道)　☎32‐6701

ト
・
み
ん
な
で
考
え
る
！
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ｣

を
美
浜
未
来

想
作
所
ま
ほ
ら
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、令
和
8
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
六
次
美
浜

町
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、若
年
世
代
の
意
見
や
提
案
を

計
画
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を
推
進
す
る

た
め
、町
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

1
月
に
開
催
し
た
第
1
回
Ｍ
Ｉ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

美
浜
町
の
将
来
像
を
考
え
る
た
め
、

町
の
優
先
施
策
で
あ
る｢

に
ぎ
わ
い

ゾ
ー
ン｣｢

地
域
力
向
上｣｢

人
口
減

少
対
策｣

の
3
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。参
加
し
た
高
校
生

ら
は
、そ
の
後
も
継
続
し
て
探
究
活

7

動
を
行
い
、今
回
、活
動
の
報
告
と

活
動
を
踏
ま
え
た
町
へ
の
提
案
発

表
に
至
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
ら
は
、に
ぎ
わ
い
ゾ
ー

ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
若
者
を
呼
び

込
む
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
、子
ど

も
食
堂
の
更
な
る
発
展
の
た
め
の

方
策
、空
き
家
を
利
活
用
し
移
住
・

定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
の
提
案
等

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
か
ら
の
提
案
を
受
け
、

戸
嶋
町
長
は
、｢

町
を
動
か
す
力
の

源
泉
は
地
域
愛
で
あ
り
、皆
さ
ん

一
人
一
人
が
関
わ
り
自
分
事
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。ご
提

案
頂
い
た
内
容
を
自
ら
企
画
し
実

践
し
て
頂
き
、町
の
活
性
化
や
自

分
の
自
信
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

月
8
日
に｢

第
2
回
Ｍ
Ｉ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
高
校
生
サ
ミ
ッ

第2回ＭＩＨＡＭＡ高校生サミット・
みんなで考える！まちづくりワークショップを開催

これからの美浜町をみんなで考える

↑活動報告を踏まえて提案をする高校生たち

美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

↑せせらぎ保育園で隊員から啓発物品をもらう園児たち

社会を明るくする運動キャラバン隊 
犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ ■ お問い合わせ先

　町住民環境課(担当･津原)
　☎32‐6703

ン
隊
の
出
発
式
を
町
役
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

今
回
、
7
月
の
強
調
月
間
に
合

わ
せ
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
に
は
、
敦
賀
地
区
保
護

月
1
日
に｢

社
会
を
明
る

く
す
る
運
動｣

キ
ャ
ラ
バ

司
会
美
浜
支
部
や
美
浜
地
区
更
生

保
護
女
性
会
等
で
構
成
さ
れ
る
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委
員

会
か
ら
計
11
人
が
参
加
し
、
実
施

委
員
長
の
戸
嶋
町
長
か
ら
激
励
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
発
式
終
了
後
、
隊
員
ら
は

2
班
に
分
か
れ
て
町
内
の
保
育

園
や
各
小･

中
学
校
、
美
方
高

校
、
嶺
南
東
特
別
支
援
学
校
等

を
巡
回
し
、
啓
発
物
品
を
手
渡

し
な
が
ら
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
づ
く
り
を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

↑出発式であいさつをする武藤真樹副委員長
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■ お問い合わせ先
　町住民環境課(担当･津原)
　☎32‐6703

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
へ
の
感
謝

状
の
贈
呈
式
と
新
た
に
委
員
に
な

ら
れ
る
方
へ
の
委
嘱
状
の
伝
達
式

が
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、町
内

各
小
学
校
に
お
け
る
人
権
教
室
を

開
催
や
、人
権
週
間
や
各
イ
ベ
ン
ト

等
で
の
啓
発
活
動
、声
か
け
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、退
任
さ
れ
た

委
員
の
方
々
は
、新
し
い
企
画
と
し

て
町
内
3
小
学
校
の
4
年
生
に
、子

ど
も
た
ち
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を

基
に
し
た
人
権
教
室
を
開
催
す
る

等
、人
権
意
識
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、令
和
4
年
7
月
か

ら
令
和
7
年
6
月
ま
で
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
た
、上
登
野

榮
子
さ
ん(

興
道
寺)

と
髙
橋
一
男
さ

ん(

金
山)

、森
本
哲
さ
ん(

河
原
市)

に
敦
賀
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
会

長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、委
嘱
状
の
伝
達
式
で
は
、

7
月
1
日
付
け
で
新
た
に
人
権
擁

護
委
員
に
な
ら
れ
た
軍
場
康
代
さ

ん(

興
道
寺)

と
森
田
美
恵
子
さ
ん

(

佐
野)

、内
田
順
子
さ
ん(

郷
市)

に
、

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
上
登
野

さ
ん
は｢

活
動
を
通
し
て
、人
々
の

幸
せ
は
、人
権
を
外
し
て
他
に
な

い
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、人
権
に
つ
い
て
学
び
直
す
こ

と
が
で
き
た
貴
重
な
3
年
間
だ
っ

た｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、委

嘱
状
を
受
け
取
っ
た
内
田
さ
ん
は

｢

人
権
擁
護
委
員
は
、さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
が
あ
る
が
、精
一
杯
頑
張

り
、退
任
す
る
時
に
充
実
し
た
と

言
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

↑�感謝状を受け取る上登野さん ( 前列左から 1 番目 )、髙橋さ

ん ( 前列左から 2 番目 )、森本さん ( 前列左から 3 番目 ) と

委嘱状を受け取る軍場さん ( 前列右から 3 番目 )、森田さん

( 前列右から 2 番目 )、内田さん ( 前列右から 1 番目 )

月
8
日
に
、
多
年
に
わ
た

り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
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人権擁護委員に感謝状の贈呈と委嘱状を伝達
人権を尊重するまちづくりを目指して活動


